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対象とする問題の概要 

World Food Programme[2016]によると 2016 年 8 月現在、アフリカ南部ではエル・ニ

ーニョ現象が深刻な干ばつの被害をもたらし 1,800 万人が栄養失調と飢餓に直面してい

る。アフリカ南部最大の穀倉地帯とされるザンビア共和国では、農業生産の大部分を担う

小規模農家が打撃を受けている。ザンビアにおいて重要な主食穀物であるメイズを生産す

るには化学肥料の投入が必要である。ザンビア農業省は 2015 年に農業投入財の配給を容

易にする「電子バウチャー」を導入した。この電子バウチャーはプリペイド式で、小規模

農家が銀行に入金すると、政府からの補助金が追加されたカードが渡される。各農家の携

帯電話に送られてきたコード(数字 4 桁)とカードを農業資材店で示すと、農業投入財を

入手できる。これは補助金給付の透明化と効率化を目的とし、化学肥料の安定供給と人々

の生活向上が期待されている。農村部では補助金に対する要望は強いものの、その実態と

効果は把握されていないのが実情である。 

 

 

研究目的 

ザンビアにおける情報技術の導入と主食穀物であるメイズの生産に焦点をあてること

で、農村開発における情報技術の可能性とその課題を検討することをめざす。具体的には、

電子バウチャーによる化学肥料の普及実態を調査し、農業補助金の電子化に対する人々の

受容と改善点を明らかにする。今回の調査では主に以下の内容を調査した。 

1) 電子バウチャープロジェクトの計画と進行状況 

2) 農家による電子バウチャーの利用、化学肥料の投入量、農業生産量 

3) 電子バウチャーの仕組み、肥料供給量に対する農家の意見と改善点 

 

 

フィールドワークから得られた知見について 

ザンビア北部のムチンガ州ムピカ県の農村に住み込み、参与観察にもとづき、乾季にお

ける農作業の詳細を記録した。また、村内の 55 世帯を対象に、電子バウチャーによる化

学肥料とメイズ種子の受け取り、メイズの収穫と消費、売買についての聞き取り調査を実

施した。16 世帯に対しては GPS による農地の計測もおこなった。 



乾季の農作業には、主にメイズの収穫と野菜栽培、焼畑の準備がある。本報告ではメイ

ズの収穫に注目する。メイズの収穫は 6 月上旬に終了し、6 月中旬にはメイズが屋外の貯

蔵庫に積まれていた。7 月中旬から下旬にかけては、穀粒が袋に詰められた。調査世帯で

はメイズの収穫量が高く、収穫量は 50kg 袋で約 100 袋となった。ただし、このような世

帯は稀であり、ほとんどの世帯の収穫量は数袋から 30 袋であった。収穫量が 30 袋であ

れば、そのうち 10 袋ほどを販売するが、20 袋以下の世帯では自家消費用のみとなり、現

金収入を得るのは難しい。 

自家消費用に保管する理由は、調査地域のザンビア北部では降雨に恵まれたが、南部で

は 2018 年 11 月から 2019 年 3 月にかけて降雨不足であったためにメイズは不作であり、

メイズの国内価格が高騰することが予想されるからである。貯蔵が尽きると食料を購入す

るのは難しいため、例年以上に保管しておくことを農業組合や教会から推奨されている。 

良好な降雨であるにもかかわらず、収量が芳しくない理由として、政府による化学肥料

の供給量が少ないことが挙げられる。政府の財源不足のために、2 年前から始まった電子

バウチャープログラムでは小規模農家の 30％しか、電子バウチャーが与えられていない。

そのため、農業組合内では農家どうしが 2～4 人のグループとなり、50kg の化学肥料 6 袋

を分け合っていた。この肥料では、自給用のメイズを十分に生産することはできない。農

家からは、電子バウチャーの仕組み自体には問題はないが、肥料供給量が不足するのは問

題だという意見を多く聞いた。 

 

反省と今後の展開 

調査の反省点として、スケジュール調整を挙げておきたい。当初の目標では、55 世帯

に対して、メイズの袋詰めの前後で 2 回にわたるインタビュー訪問と、測量を予定してい

た。インタビューは予定どおり完了したが、時間の不足により測量は 16 世帯のみとなっ

た。１世帯あたりの農地は 3～10 か所あり、遠ければ徒歩で片道一時間以上かかる。今後

は調査を円滑にするため、インタビューと実測調査を同時に進めるようにしたい。 

今後の研究については、頻発する干ばつへの対策をザンビア政府がどのように考えてい

るのか、農家がどのように対処するのかをみていきたい。 
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図１．調理小屋（右）とメイズ貯蔵庫（左） 

貯蔵庫の周りにはヤギ除けのために、とげのある木が置かれている。 

 

 
 

図２．バイヤーの女性がメイズを秤量し、農家より買い取っていく。 

バイヤーの女性（左奥）が農家の立会いのもとで計測した重量をノートに記録する。 

 


